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１．はじめに 橋梁における桁構造の軽量化は，建設コスト縮減に効果的であると思われる．桁構造の軽量

化のメリットとしては，桁架設時の施工機械等の簡素化，橋脚断面の縮小化，基礎構造の縮小化，地震時慣

性重量低減に伴う橋梁全体系の耐震性能の向上等が考えられる．軽量化した桁構造のひとつとして，ウエブ

に波形鋼板を用いた複合構造が実用化されている． 

  波形鋼板ウエブ橋１）は，ボックス断面のウエブに波形鋼板を用いることで，桁構造の軽量化をねらったも

のである．鋼板を波形とすることによって，高いせん断座屈耐力と PC 橋では波形鋼板のアコーデオン効果で

プレストレスを効果的に上下の床版に導入することが可能である．このような波形鋼板ウエブ橋で桁架設時

の波形鋼板接合方式１）２）は，溶接接合かボルト接合とする場合が多い． 

  本研究では，波形鋼板ウエブ橋の鋼板接合の簡素化を目的に，嵌合継手を有する既製のＵ形断面鋼板をウ

エブに用いた複合桁構造において，模型試験体による破壊実験から破壊挙動に関して実験的な検討を行った

ので報告する． 

２．実験概要 

(1)試験体概要 図-1 に，実験に用いた試験体形状の一例を示す．表-1 に，各試験体の諸元を示す．試験体

のウエブには，Ｕ形断面をした鋼板の既製品として，通常土留め用に用いる鋼矢板を用いた．鋼矢板は，断

面形状に応じてⅠ種～Ⅳ種までの４種類に分類されている．本試験体には，Ⅰ種の鋼矢板を用いた．通常の

鋼矢板には，両端に継手がついており，鋼矢板同士は継手のつめを互いにかみ合わせたのち嵌合させて接合

する．本実験に用いた試験体も同様に接合して製作を行った．試験体に設定したパラメータは，コンクリー

ト構造とした上下フランジとＵ形鋼板との接合部の構造である．本試験体では，フランジへの鋼板埋込み長

をフランジ厚さの 1/4 程度と浅く設定した．この理由は，破壊挙動に及ぼす鋼板とフランジの接合構造の違

いを際ださせることをねらったためである． 

(2)実験概要  載荷方法としては，２点集中載荷とした．載荷ステップは，荷重増加を 10kN 程度し，荷重を

単調に増加させた．なお，下フランジに曲げひび割れの発生を確認した段階で一旦荷重を除荷し，再載荷で

は破壊となるまで荷重を増加させた． 

３．実験結果の概要 (1)荷重－変位関係 図-2に，載荷試験から得られた荷重-変位曲線を示す．表-2 に，

実験から得られた各試験体の最大荷重を示す．各試験体中 No2 試験体と No5 試験体はほぼ同程度の最大荷重

となり，基準とした No1 試験体の約 2 倍の破壊荷重となった．No3～No5 試験体はほぼ同程度の破壊荷重とな

り，基準の No1 試験体の 1.4 倍程度大きくなった．本実験結果を考察すると，基準とした No1 試験体ではフ

ランジ軸方向に鉄筋を流しただけで，最も簡易な接合構造となっているが．他の試験体はフランジ内に鋼板

からの応力伝達機構の改善を目的とした鉄筋が挿入されている．この鉄筋の影響によって各試験体の破壊荷

重が相違したものと思われる． 

(2)破壊状況 本実験結果において，特色を有した破壊状況を写真-1(a)(b)に示す．写真-1(a)は，No1 試験

体の破壊状況を示したものである．載荷点から支点に向かって上下フランジに大きな斜めひび割れが発生し，

斜めひび割れの開口が急激に大きく広がり，荷重を保持できなくなった．写真-1(b)は，No2 試験体の場合で

曲げひび割れが多数発生し，最終的には等曲げ区間の上フランジ圧縮縁で圧壊が発生し，荷重が保持できな

くなった．なお，このときのひび割れは，圧壊箇所と支点を結ぶように発生していた． 
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４．まとめ 実験範囲でのまとめを以下に示す． 

(1) フランジとウエブの接合構造によって，各試験体の破壊荷重が相違した． 

(2) 破壊形態としては，２種類観察された．載荷点から支点に向かって上下フランジに大きな斜めひび割れ

の発生を伴うものと等曲げ区間の圧縮側コンクリートの圧壊によるものである． 
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表-1 試験体諸元 

幅
B(mm)

長さ
L(mm)

厚さｔ
(mm)

構造 主鉄筋 配力筋
ｽﾀｯﾄﾞｼﾞﾍﾞ
ﾙ配置

刺し筋
PC鋼棒配
置

形状
種別

ウエブ
の高さ
(mm)

山の高さ
(mm)

半波長
(mm)

鋼材
厚ｔ
(mm)

1 6000 4400 1000 1950 500 6000 275
鉄筋(軸方

向）
D25×7 － － － － U 600 170 400 8 SY295 SP-ⅠA 有 充填

2 6000 4400 1000 1950 500 6000 275
鉄筋(横)+
刺し筋

D25×7 D25@150 －
D19-
4@150

－ U 600 170 400 8 SY295 SP-ⅠA 有 充填

3 6000 4400 1000 1950 500 6000 275 ｽﾀｯﾄﾞｼﾞﾍﾞﾙ D25×7 － φ16@150 － － U 600 170 400 8 SY295 SP-ⅠA 有 充填

4 6000 4400 1000 1950 500 6000 275
ｽﾀｯﾄﾞｼﾞﾍﾞﾙ
+鉄筋（横）

D25×7 D25@150 φ16@150 － － U 600 170 400 8 SY295 SP-ⅠA 有 充填

5 6000 4400 1000 1950 500 6000 275
ｽﾀｯﾄﾞｼﾞﾍﾞﾙ
+鉄筋（横）

D25×7 D25@150 φ16@150 － － U 600 170 400 8 SY295 SP-ⅠA 有 充填

6 6000 4400 1000 1950 500 6000 275
PC鋼棒で
の横締め+
刺し鉄筋

D25×7 － －
D19-
4@150

φ26@500 U 600 170 400 8 SY295 SP-ⅠA 有 充填

断面
高さｈ
(mm)

せん
断ス
パンａ
(mm)

継手部
処理

上下ﾌﾗﾝｼﾞ構造

No
継手部
有無

試験体
長

(mm)

スパ
ン

L(mm
)

ウエブ
鋼材種

別

鋼矢板
種別

上下フランジ寸法 ウエブ形状
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図-1 試験体形状 
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図-2 荷重-変位曲線 

表-2 最大荷重まとめ 

試 験 体 N o P m a x ( k N ) P / P m a x
N o 1 1 0 7 4 . 3 0 . 5 4
N o 2 2 0 0 7 . 5 1 . 0 0
N o 3 1 4 0 5 . 1 0 . 7 0
N o 4 1 4 0 3 . 2 0 . 7 0
N o 5 1 4 9 5 . 9 0 . 7 5
N o 6 1 9 3 1 . 6 0 . 9 6  

 

 

写真-1 破壊状況 

(a)No1 試験体 

(b)No2 試験体 
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